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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
31
年
の
年
頭
に
あ
た

り
謹
ん
で
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

皆
様
に
は
、
明
る
く
健
や

か
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
と
存
じ
心
か
ら
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
役
員
が
交
代
し

た
に
も
関
わ
り
ま
せ
ず
、
皆

様
の
ご
理
解
ご
協
力
に
よ

り
、
当
連
合
会
の
運
営
、
事

業
執
行
が
計
画
ど
お
り
、
円

滑
に
で
き
ま
し
た
こ
と
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
７
年

が
過
ぎ
、
復
旧
・
復
興
も
着
々

進
行
し
て
い
ま
す
が
、
反
面

災
害
の
風
化
が
心
配
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

今
年
は
、
新
天
皇
陛
下
の

ご
即
位
、
年
号
が
変
わ
り
、

明
る
く
希
望
を
持
っ
て
い
ま

す
が
、
高
齢
者
を
と
り
ま
く

社
会
情
勢
は
厳
し
い
も
の
が

予
測
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

わ
た
く
し
た
ち
は
幸
せ
を
求

め
て
前
に
進
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
当
連
合
会
と
し

て
も
、
各
市
町
村
老
連
の
ご

協
力
を
賜
り
な
が
ら
「
自
分

の
ク
ラ
ブ
」
で
あ
る
と
の
意

識
を
お
持
ち
い
た
だ
き
「
単

位
ク
ラ
ブ
」「
市
町
村
老
連
」

「
県
老
連
」
が
連
携
を
一
層

緊
密
に
し
、誰
も
が
願
う
「
健

康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活

の
実
現
」
を
め
ざ
し
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
三
大
運
動「
健
康
」

「
友
愛
」「
奉
仕
」
の
も
と
、

活
動
の
メ
ー
ン
テ
ー
マ
で
あ

る「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、

担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を
」

を
目
標
に
掲
げ
積
極
的
に
活

動
し
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、

平
成
26
年
度
か
ら
始
め
た
老

人
ク
ラ
ブ
「
一
万
人
会
員
増

強
運
動
」
は
平
成
30
年
度
で

終
了
し
ま
す
が
、
引
き
続
き

会
員
増
強
運
動 

─
─ 

な
か

ま
づ
く
り 

─
─ 

を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

社
会
情
勢
は
、
少
子
高
齢

化
、平
均
寿
命
の
延
伸
に
よ
っ

て
“
人
生
百
年
時
代
”
の
到

来
が
予
想
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
一
方
で
増
加
す

る
高
齢
者
を
支
え
る
社
会
保

障
制
度
の
持
続
可
能
性
が
問

わ
れ
て
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
健
康
づ
く

り
や
友
愛
活
動
を
は
じ
め
、

官
民
が
一
体
で
取
り
組
ん
で

い
る
新
地
域
支
援
事
業
へ
の

参
画
が
一
層
重
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。
特
に
見
守
り
支
援

の
友
愛
活
動
で
は
、
高
齢
者

相
互
支
援
推
進
啓
発
事
業
の

モ
デ
ル
指
定
を
発
展
拡
大
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
特
殊
詐
欺
被
害
の
防

止
活
動
に
も
力
を
注
い
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
社
会

の
一
員
と
し
て
、
子
供
・
高

齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
活
動
の
幅
を
広
げ
て
ま
い

り
ま
す
。

今
年
も
県
ご
当
局
は
じ

め
、
県
社
会
福
祉
協
議
会
並

び
に
関
係
す
る
皆
様
の
ご
指

導
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
皆
様
の
ご
健
勝
ご
多

幸
を
衷
心
よ
り
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

 

平
成
30
年
度
の
行
事
予
定

１　

県
内
の
行
事

①
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

　

講
座

　

厚
生
労
働
省
が
平
成
15
年
か

ら
全
国
に
展
開
し
て
い
る
「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
１
０
０
万
人

キ
ャ
ラ
バ
ン
事
業
」
の
一
環
と

し
て
、
地
域
住
民
が
認
知
症
に

つ
い
て
学
び
、
身
近
に
い
る
認

知
症
の
人
や
家
族
の
良
き
理
解

者
と
な
る
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成

す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て

お
り
ま
す
。

　

昨
年
中
に
６
地
域
で
開
催

し
、
今
年
度
で
の
こ
れ
か
ら
の

開
催
予
定
は
、

【
１
月
29
日
】

登
米
市
老
連
で
の
開
催
の
み
と

な
り
ま
し
た
。

②
女
性
リ
ー
ダ
ー
活
動

【
1
月
18
日
】

「
第
２
回
女
性
委
員
会
」

（
ホ
テ
ル
白
萩
）

来
年
度
の
事
業
計
画
の
協
議
な

ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

③
高
齢
者
相
互
支
援

　

推
進
啓
発
事
業

【
1
月
25
日
】

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

公
益
財
団
法
人　

宮
城
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長　

佐
藤
　
節
夫
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
新
し
い
年
を
迎
え
る
に

当
た
り
、
県
民
の
皆
様
の
御
健
勝

と
御
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
本
県
出
身
の
羽
生
結

弦
さ
ん
が
平
昌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
男
子

シ
ン
グ
ル
で
66
年
ぶ
り
に
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
２
連
覇
の
偉
業
を
達
成
さ

れ
、
我
が
県
の
み
な
ら
ず
、
全
国

に
大
き
な
感
動
や
勇
気
を
与
え
て

く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
県
政
運
営

で
は
、
災
害
公
営
住
宅
の
整
備
が

完
了
間
近
ま
で
進
ん
だ
ほ
か
、
三

陸
縦
貫
自
動
車
道
が
気
仙
沼
市
内

で
開
通
す
る
な
ど
、
震
災
か
ら
の

復
興
が
着
実
に
進
む
と
と
も
に
、

次
世
代
放
射
光
施
設
の
仙
台
市
内

へ
の
設
置
決
定
や
仙
台
空
港
の
就

航
路
線
拡
大
、新
ブ
ラ
ン
ド
米「
だ

て
正
夢
」
の
本
格
デ
ビ
ュ
ー
な
ど

「
創
造
的
な
復
興
」
に
向
け
た
こ

れ
ま
で
の
取
組
が
次
々
と
実
を
結

ん
だ
１
年
で
し
た
。

今
年
は
、「
宮
城
県
震
災
復
興

計
画
」
の
総
仕
上
げ
と
な
る
「
発

展
期
」
の
２
年
目
に
な
り
ま
す
。

「
発
展
期
」
は
復
興
の
進
展
に
伴

い
生
じ
る
新
た
な
課
題
に
き
め
細

か
く
対
応
し
な
が
ら
、
復
興
計
画

後
の
新
し
い
宮
城
を
形
づ
く
る
極

め
て
重
要
な
３
年
間
で
す
。
全
て

の
被
災
者
が
復
興
を
実
感
で
き
る

よ
う
復
旧
・
復
興
を
一
層
加
速
さ

せ
る
と
と
も
に
、「
宮
城
の
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
」
に
掲
げ
た
将
来
像
の

実
現
に
向
け
、
戦
略
的
に
取
組
を

推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、「
力
強
く
き

め
細
か
な
震
災
復
興
」、「
地
域
経

済
の
更
な
る
成
長
」、「
安
心
し
て

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
宮
城
の
実

現
」、「
美
し
く
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
」
を
政
策
推
進
の
基
本
と
し

て
、
復
興
の
総
仕
上
げ
に
向
け
た

施
策
に
最
優
先
で
取
り
組
む
と
と

も
に
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

へ
の
支
援
や
人
口
減
少
対
策
な
ど

地
方
創
生
の
取
組
も
加
速
し
て
ま

い
り
ま
す
。

さ
て
、
団
塊
の
世
代
が
全
員

75
歳
以
上
に
な
る
２
０
２
５
年
に

は
、
県
内
の
高
齢
者
数
は
約
70
万

人
、
認
知
症
の
方
は
約
14
万
人
に

な
る
と
見
込
ま
れ
て
お
り
、
不
足

す
る
介
護
人
材
の
需
給
ギ
ャ
ッ
プ

は
約
５
千
人
に
な
る
と
推
計
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
、
超
高
齢
社
会
の

到
来
を
見
据
え
、
高
齢
者
が
住
み

な
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
生
活

で
き
る
よ
う
、
昨
年
３
月
に
平
成

30
年
度
か
ら
の
３
年
間
を
計
画
期

間
と
す
る
「
第
７
期
み
や
ぎ
高
齢

者
元
気
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し

た
。
本
プ
ラ
ン
の
計
画
期
間
は
、

「
宮
城
県
震
災
復
興
計
画
」
の
発

展
期
に
当
た
り
ま
す
。
こ
の
期
間

は
、
仮
設
住
宅
等
か
ら
災
害
公
営

住
宅
等
の
恒
久
住
宅
へ
の
移
行
が

完
了
し
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

経
験
を
活
か
し
た
、
多
職
種
連
携

に
よ
る
健
康
支
援
体
制
や
見
守
り

体
制
を
整
備
す
る
な
ど
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
充
実
・
推
進

を
図
る
重
要
な
時
期
で
あ
り
ま

す
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

充
実
・
推
進
は
、
専
門
職
だ
け
で

な
く
、
地
域
全
て
の
住
民
の
関
わ

り
に
よ
っ
て
実
現
で
き
る
も
の
で

す
。
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
皆
様
が

取
り
組
ま
れ
て
い
る
地
域
で
の
支

え
あ
い
活
動
は
、
県
が
目
指
す
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
充
実
・

推
進
を
図
る
上
で
大
変
参
考
と
な

る
好
事
例
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
活

発
な
取
組
を
期
待
申
し
上
げ
ま

す
。震

災
か
ら
間
も
な
く
８
年
が
経

過
し
ま
す
。
震
災
前
の
状
態
に
戻

す「
復
旧
」に
と
ど
ま
ら
な
い「
創

造
的
な
復
興
」
を
更
に
進
め
、
一

人
一
人
が
輝
く
、
元
気
な
宮
城
を

県
民
の
皆
様
と
と
も
に
築
き
上
げ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
御
理
解
と
御

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
第
４
回
指
定
老
連
関
係
者
連

絡
会
議
」

（
ホ
テ
ル
白
萩
）

　

第
13
期
事
業
の
総
括
と
、
事

業
報
告
書
（
冊
子
）
の
作
成
な

ど
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
ま

す
。

④
理
事
会
・
評
議
員
会

【
３
月
１
日
】

「
第
14
回 

理
事
会
」

（
ホ
テ
ル
白
萩
）

【
３
月
18
日
】

「
第
10
回 

評
議
員
会
」

（
ホ
テ
ル
白
萩
）

⑤
市
町
村
老
連
会
長
・
事
務
担

当
者
合
同
会
議

【
３
月
22
日
】

「
市
町
村
老
連
会
長
・
事
務
担

当
者
合
同
会
議
」

（
ホ
テ
ル
白
萩
）

２　

全
国
の
行
事

【
２
月
４
日
～
５
日
】

「
都
道
府
県
・
指
定
都
市
老
連

会
長
事
務
局
長
合
同
会
議
」（
東

京
都
）

【
３
月
12
日
】

「
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
理

事
会
・
評
議
員
会
」（
東
京
都
）

一人
一人
が
輝
く
元
気
な
宮
城
を
目
指
し
て

宮
城
県
知
事　

村
井
　
嘉
浩
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用
す
る
た
め
の
申
し
立
て
の

方
法
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。ま

た
、
出
生
か
ら
死
に

至
る
間
に
様
々
な
制
度
の

活
用
が
可
能
で
あ
り
、「
成

年
後
見
人
制
度
」
の
他
に
、

「
事
務
委
任
契
約
」
や
「
遺

言
」、
「
死
後
事
務
委
任
契

約
」、「
民
事
信
託
」
な
ど
、

状
況
に
応
じ
た
制
度
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

長
寿
社
会
の
な
か
で
、
わ

れ
わ
れ
高
齢
者
が
安
心
し
て

生
活
を
営
む
た
め
、
こ
れ
ら

制
度
を
上
手
に
利
用
す
る
こ

と
が
重
要
だ
と
、
事
例
を
交

え
て
分
か
り
や
す
く
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
に
「
活
動
事
例
発
表
」

と
し
て
、
モ
デ
ル
指
定
を
受

け
て
い
る
大
崎
市
松
山
、

蔵
王
町
、
色
麻
町
、
女
川

町
、
南
三
陸
町
の
５
老
連
か

12
月
12
日
（
水
）
仙
台
市

青
葉
区
の
「
ホ
テ
ル
白
萩
」

を
会
場
に
５
市
町
の
モ
デ
ル

指
定
老
連
の
シ
ル
バ
ー
リ
ー

ダ
ー
や
市
町
村
老
連
の
友

愛
活
動
担
当
役
員
等
、
約

１
０
０
名
が
参
加
し
て
、
シ

ル
バ
ー
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
節
夫
会
長
の
挨
拶
の

後
、
栗
栖
行
政
書
士
事
務
所

に
所
属
す
る
特
定
行
政
書
士

菅
野
宏
（
す
が
の
ひ
ろ
し
）

氏
か
ら
「
成
年
後
見
人
制
度

及
び
高
齢
者
向
け
各
種
制
度

の
活
用
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
ご
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
よ
く
耳
に
す
る
「
成
年

後
見
人
制
度
」
も
、
対
象
と

な
る
方
の
判
断
能
力
に
応
じ

て
、「
後
見
」「
保
佐
」「
補

助
」
に
分
か
れ
、
被
後
見
人

が
制
限
さ
れ
る
法
律
行
為
が

異
な
る
こ
と
や
、
制
度
を
利

８
月
10
日
（
金
）
仙
台
市

青
葉
区
の
「
ホ
テ
ル
白
萩
」

を
会
場
に
女
性
リ
ー
ダ
ー

等
、
約
２
０
０
名
が
参
加
し

セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。開

会
行
事
と
し
て
「
老
人

ク
ラ
ブ
の
歌
」
や
私
た
ち
の

誓
い
」
を
参
加
者
全
員
で
唱

和
し
ま
し
た
。

開
会
行
事
後
、「
自
分
の

あ
し
で
歩
き
続
け
よ
う
！
～

い
く
つ
に
な
っ
て
も
鍛
え
ら

れ
る
！
変
わ
れ
る
！
」
と
題

し
、（
株
）
ピ
ー
ベ
リ
ー
代

表
取
締
役
児
玉
美
幸
氏
よ

り
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。セ

ミ
ナ
ー
の
後
半
は
、

佐
藤
純
子
女
性
委
員
長
よ
り

「
都
道
府
県
女
性
代
表
者

会
議
の
概
要
」
に
つ
い
て
基

調
報
告
が
あ
り
、
最
後
に
、

大
崎
市
老
連
松
本
昌
子
女
性

委
員
よ
り
、「
高
齢
者
相
互

支
援
事
業
に
参
加
し
て
」
と

題
し
て
事
例
発
表
を
行
い
ま

し
た
。

参
加
者
は
、
女
性
会
員
の

活
躍
が
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
性

化
に
繋
が
る
こ
と
を
実
感
し

て
い
ま
し
た
。

《
県
内
の
で
き
ご
と
》

女
性
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー

高
齢
者
相
互
支
援
推
進
啓
発
事
業

シ
ル
バ
ー
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

事
業
報
告

平
成
30
年
度　

研
修
会
・
セ
ミ
ナ
ー・
各
種
大
会
報
告

ら
「
第
13
期
モ
デ
ル
事
業
を

や
っ
て
よ
か
っ
た
こ
と
」
と

題
し
て
、
活
動
の
事
例
や
次

期
14
期
へ
の
抱
負
な
ど
が
語

ら
れ
ま
し
た
。

今
年
度
で
13
期
事
業
が
終

了
し
、
来
年
度
か
ら
14
期
事

業
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
モ
デ
ル
指
定
を
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
老
連
の
皆
様

も
、
是
非
14
期
の
指
定
を
受

け
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。
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午
前
の
講
義
で
は
、
資
料

『
伸
ば
そ
う
健
康
寿
命
～

介
護
予
防
と
ロ
コ
モ
テ
ィ

ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
お
話

～
』
に
よ
り
、
健
康
な
身
体

を
つ
く
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

や
、
介
護
予
防
な
ど
、
高
齢

者
に
と
っ
て
健
康
づ
く
り
に

役
立
つ
講
義
が
行
わ
れ
ま
し

た
。午

後
の
実
習
で
は
午
前
の

講
義
を
踏
ま
え
て
、
正
し
い

ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
の
仕
方
や

フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
を
使
っ
た

軽
い
運
動
等
を
行
い
、
健
康

指
導
士
の
先
生
や
、
実
習
を

手
伝
っ
た
学
生
と
一
緒
に
実

技
を
行
う
こ
と
で
、
よ
り
講

義
の
理
解
が
増
し
ま
し
た
。

若
い
学
生
と
の
世
代
を
超

え
た
交
流
も
高
齢
者
に
は
楽

し
い
時
間
で
あ
り
、
ど
の
会

員
も
元
気
な
姿
を
示
す
こ
と

が
で
き
た
研
修
と
な
り
ま
し

た
。

健
康
づ
く
り
研
修
会
（
県

内
７
ヵ
所
開
催
）
は
今
年
で

16
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今

年
度
よ
り
、
東
北
福
祉
大
学

准
教
授
齋
藤
昌
宏
先
生
に
講

師
と
な
っ
て
頂
き
、
午
前
の

講
座
で
健
康
や
予
防
を
テ
ー

マ
に
講
義
を
受
け
、
午
後
は

健
康
指
導
士
の
指
導
の
も

と
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
な
ど

の
方
法
を
習
い
ま
し
た
。

健
康
は
１
日
だ
け
の
実
習

で
は
身
に
つ
き
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
も
研
修
で
覚
え
た
筋

ト
レ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
を
生
活

の
習
慣
と
さ
れ
て
は
如
何
で

し
ょ
う
か
。

開
催
場
所
・
日
時

〇
８
月
27
日
（
月
）

　

栗
原
市
石
楠
花
セ
ン
タ
ー

〇
８
月
28
日
（
火
）

　

大
崎
市
古
川
武
道
館

〇
８
月
30
日
（
木
）

　

登
米
市
豊
里
公
民
館

〇
８
月
31
日
（
金
）

　

気
仙
沼
市
市
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
「
や
す
ら
ぎ
」

〇
９
月
３
日
（
月
）

　

松
島
町
石
田
沢
防
災
セ
ン
タ
ー

〇
９
月
５
日
（
水
）

　

女
川
町
総
合
体
育
館

〇
９
月
６
日
（
木
）

　

蔵
王
町
ふ
る
さ
と
文
化
会
館

　
「
ご
ざ
い
ん
ホ
ー
ル
」

総
参
加
人
数

５
９
５
名

健
康
づ
く
り
研
修
会
〈
県
内
７
地
区
〉

ト
ボ
ー
ル
の
３
種
目
で
、
は
つ

ら
つ
と
し
た
プ
レ
ー
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

佐
藤
節
夫
県
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
会
長
は
「
み
な
さ
ん

が
大
会
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
。
元
気
な
シ
ニ
ア
が
増
え

る
よ
う
に
今
後
も
盛
り
上
げ

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
10
月
26
日（
金
）

宮
城
県
総
合
運
動
公
園
を
会

場
に
、
第
23
回
宮
城
県
シ
ニ

ア
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ

れ
、
県
内
34
市
町
村
の
老
人

ク
ラ
ブ
な
ど
か
ら
約
７
０
０

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

天
候
に
恵
ま
れ
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
、
ペ
タ
ン
ク
、
ゲ
ー

第
23
回
宮
城
県
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
大
会

〈
宮
城
県
総
合
運
動
公
園　

グ
ラ
ン
デ
ィ
21
〉

【グラウンド・ゴルフ】
●男子の部
優　勝　　池田　一男（石巻市老連）
準優勝　　菅澤　　敏（東松島市老連）
第三位　　千葉　良一（利府町老連）
第四位　　齋藤　　孝（角田市老連）
第五位　　秋山　光公（大衡村老連）
●女子の部
優　勝　　吉田　八重子（岩沼市老連）
準優勝　　髙橋　よし子（大和町老連）
第三位　　高橋　ゑみ子（利府町老連）
第四位　　山崎　さく子（白石市老連）
第五位　　大友　義子（栗原市老連）
【ペタンク】
優　勝　　栗原市老人クラブ連合会
　　　　　Ｂチーム
準優勝　　名取市老人クラブ連合会
第三位　　色麻町老人クラブ連合会
【ゲートボール】
優　勝　　大郷町老人クラブ連合会
準優勝　　本吉町老人クラブ連合会
第三位　　栗原市老人クラブ連合会
　　　　　Ｂチーム
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教
授
の
坂
田
隆
氏
の
記
念
講

演
が
行
わ
れ
「
ら
く
だ
の
は

な
し
」
と
題
し
て
、
普
段
あ

ま
り
触
れ
あ
う
事
の
な
い
ら

く
だ
の
進
化
の
仕
方
や
し
く

み
、
利
用
法
な
ど
楽
し
く

ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
お
話
を
頂

き
、
参
加
者
か
ら
盛
大
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

第
二
部
の
式
典
で
は
、

永
年
に
わ
た
り
福
祉
事
業
や

社
会
に
貢
献
さ
れ
老
人
ク
ラ

ブ
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た

老
人
福
祉
事
業
功
労
者
31

名
、
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
22
団

体
、
社
会
貢
献
活
動
ク
ラ
ブ

11
団
体
が
佐
藤
節
夫
会
長
か

が
、
あ
る
い
は
友
人
や
知

り
合
い
が
認
知
症
に
な
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、「
な
に

か
」
特
別
な
こ
と
を
す
る
人

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
認
知

症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解

し
、
偏
見
を
持
た
ず
、
認
知

症
の
人
や
家
族
に
対
し
温
か

く
見
守
る
こ
と
。
そ
れ
が
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
で
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
を
受
講
す
る
と
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
り

ま
す
。
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

に
は
、「
認
知
症
の
人
を
応

援
し
ま
す
」
と
い
う
意
思
を

示
す
「
目
印
」
で
あ
る
オ
レ

ン
ジ
リ
ン
グ
が
渡
さ
れ
ま

す
。
ま
ち
の
中
や
近
所
の
方

で
認
知
症
か
な
？
と
思
い
声

を
か
け
る
と
き
も
、
オ
レ
ン

ジ
リ
ン
グ
を
身
に
つ
け
る
こ

と
で
、
周
囲
の
人
に
も
、
認

知
症
の
人
の
お
手
伝
い
を
し

11
月
15
日
（
木
）
石
巻
市

の
「
遊
楽
館
・
か
な
ん
ホ
ー

ル
」
を
会
場
に
老
人
ク
ラ
ブ

大
会
が
県
内
各
市
町
村
か
ら

会
員
、
関
係
者
約
４
０
０
名

の
参
加
を
得
て
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
石

巻
支
部
老
連
岩
渕
な
つ
こ
様

に
「
さ
ん
さ
時
雨
」
を
、
石

巻
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
女

性
部
の
皆
様
に
よ
る
「
大
漁

踊
り
」
が
披
露
さ
れ
会
場
か

ら
は
、
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
、
石
巻
専
修

大
学
理
工
学
部
食
環
境
学
科

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
は
今
年
で
14
年
目
と
な

り
ま
し
た
。
認
知
症
は
誰
で

も
な
る
可
能
性
が
あ
る
病
気

で
す
。
い
つ
自
分
や
家
族

第
39
回　

宮
城
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
（
石
巻
市
）

平
成
30
年
度　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

ら
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
12
月
４
日
（
火
）

か
ら
５
日
（
水
）
に
沖
縄
県

で
開
催
さ
れ
る
全
国
老
人
ク

ラ
ブ
大
会
に
お
い
て
全
老
連
会

長
か
ら
「
育
成
功
労
表
彰
」

を
受
け
ら
れ
る
「
西
城
重
一

様
」「
伊
藤
三
壽
様
」「
優
良

郡
市
区
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
表
彰
」
を
受
け
ら
れ
る

「
女
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
」の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
来
年
度
開
催
予

定
地
の
登
米
市
老
連
及
川
潔

会
長
よ
り
、
心
を
込
め
て
皆

様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

て
い
る
の
だ
と
一
目
で
分
か

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
１

人
で
も
多
く
の
方
に
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
市
老
連
・

町
老
連
に
限
ら
ず
、
地
区
老

連
・
単
位
ク
ラ
ブ
の
会
員
の

方
々
に
も
積
極
的
に
ご
参
加

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

開
催
場
所
・
日
時

〇
11
月
７
日
（
水
）

　

七
ヶ
浜
町
菖
蒲
田
浜
地
区

　

避
難
所
（
集
会
室
）

〇
11
月
20
日
（
火
）

　

大
河
原
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

〇
11
月
22
日
（
木
）

　
角
田
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
多
目
的
ホ
ー
ル
）

〇
11
月
27
日
（
火
）

　

大
和
町
町
民
研
修
セ
ン
タ
ー

　
（
１
階
大
集
会
室
）

〇
11
月
29
日
（
木
）

　

富
谷
市
中
央
公
民
館

〇
12
月
10
日
（
月
）

　

色
麻
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
健
康
増
進
室
）
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協
議
に
入
り
、
代
表
役
員

や
理
事
の
選
出
方
法
の
協

議
や
、
今
後
の
作
業
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の
確
認
を
行

い
ま
し
た
。

協
議
結
果
は
、
逐
次
理
事

会
等
で
報
告
の
上
、
来
年
度

末
に
答
申
書
と
し
て
ま
と
め

ら
れ
る
予
定
で
す
。

で
あ
り
ま
す
。
第
十
三
回
理
事
会
に

て
、
不
肖
私
を
顧
問
に
推
薦
戴
き
、

身
に
余
る
光
栄
と
存
じ
、
大
変
感
動

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
方
の
期

待
に
答
え
、
少
し
で
も
お
役
に
た
て

る
よ
う
職
務
を
果
た
し
て
参
り
ま
す
。

会
長
よ
り
寄
稿
の
依
頼
を
い
た
だ

き
ペ
ン
を
取
っ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

県
老
連
は
、
財
政
的
に
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
昨
年
よ
り
総
務

部
会
で
検
討
中
の
役
員
定
数
の
見
直

し
、
財
政
健
全
化
の
実
行
を
早
急
に

決
め
る
こ
と
が
最
重
要
課
題
で
有
り

ま
す
。
高
齢
化
社
会
が
進
む
中
会
員

平
成
30
年
８
月
10
日
に

開
催
さ
れ
た
第
13
回
県
老
連

理
事
会
に
お
い
て
設
置
さ
れ

た
総
務
部
会
（
専
門
部
会
）

の
第
１
回
会
議
が
、
11
月
２
日

（
金
）に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
回
会
議
で
は
、
各
委

員
に
佐
藤
節
夫
会
長
よ
り
任

命
書
を
交
付
し
た
後
に
早
速

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

会
員
皆
様
に
は
、
平
成
三
十
一
年

の
新
春
を
健
や
か
に
迎
え
ら
れ
た
こ

と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

県
老
連
会
長
在
職
中
、
二
期
四
年

間
、
会
員
皆
様
を
始
め
関
係
機
関

の
方
々
に
大
変
ご
協
力
ご
支
援
を
戴

き
、
無
事
職
責
を
果
た
す
事
が
出
来

ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

新
し
い
役
員
に
は
、
経
験
豊
か
な

素
晴
ら
し
い
方
々
が
選
出
さ
れ
、
佐

藤
新
会
長
を
中
心
に
県
老
連
事
業
運

営
に
多
く
の
期
待
を
い
た
す
と
こ
ろ

総
務
部
会
の
開
催
に
つ
い
ての

４
テ
ー
マ
に
分
か
れ
て
の
発

表・討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

２
日
目
の
式
典
に
お
い

て
は
、「
育
成
功
労
表
彰
」

と
し
て
西
城
重
一
様
と
伊
藤

三
壽
様
が
、「
優
良
郡
市
区

町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表

彰
」
と
し
て
女
川
町
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
が
全
国
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
長
よ
り
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。　

最
後
に
、
埼
玉
県
老
連
新

藤
享
弘
会
長
よ
り
次
回
大
会

の
挨
拶
が
あ
り
、全
員
で「
芭

こ
の
結
果
、
30
老
連
か
ら

総
額　

￥
４
，１
５
６
，０
８
３

円
の
救
援
拠
金
が
寄
せ
ら

れ
、
去
る
12
月
26
日
に
広

島
県
と
岡
山
県
の
両
老
連
に

２
０
７
万
円
余
の
拠
金
を
送

金
致
し
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。

12
月
４
日
（
火
）
か
ら
５

日
（
水
）
に
沖
縄
県
「
沖

縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
」
他
で
開
催
さ
れ
た
大

会
に
は
、
本
県
か
ら
佐
藤
節

夫
会
長
を
は
じ
め
７
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

初
日
に
開
催
さ
れ
た
活
動

交
流
部
会
で
は
「
①
私
た
ち

の
地
域
を
支
え
合
お
う
」「
②

仲
間
を
増
や
そ
う
」「
③
老

人
ク
ラ
ブ
高
齢
消
費
者
被
害

防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」「
④
演

じ
る
活
動
〈
舞
台
発
表
〉」

平
成
30
年
台
風
第
７
号
及

び
前
線
等
に
伴
う
大
雨
被
害

に
よ
り
、
西
日
本
を
中
心
に

甚
大
な
被
害
が
出
ま
し
た
。

全
老
連
の
募
金
の
呼
び
か

け
に
応
じ
て
、
県
老
連
で

も
、
35
市
町
村
老
連
に
募
金

協
力
の
依
頼
を
行
い
ま
し

た
。

第
47
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
（
沖
縄
県
）

西
日
本
豪
雨
災
害
へ
の
救
援
拠
金
募
集
結
果

◆
◇
◆
◇
◆
◇ 

全
国
の
で
き
ご
と 
◇
◆
◇
◆
◇
◆

蕉
布
」
を
合
唱
し
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

来
年
度
は
、
埼
玉
県
で
の
開

催
と
な
り
ま
す
。
皆
様
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

増
強
運
動
五
ヶ
年
計
画
も
年
度
末
を

も
っ
て
終
了
と
な
り
ま
す
。
会
員
減

少
に
歯
止
め
が
か
か
る
か
、
関
心
の

あ
る
と
こ
ろ
で
有
り
ま
す
。

会
員
相
互
の
支
え
合
い
を
目
指
し

て
、
市
町
村
老
連
、
女
性
委
員
会
を

は
じ
め
、
各
ク
ラ
ブ
が
一
体
と
な
っ

て
組
織
活
動
を
活
発
に
、
拡
大
を
推

進
し
な
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。
会
員

減
少
は
財
政
状
況
の
悪
化
を
招
い
て

お
り
、
会
員
増
強
に
一
人
で
も
多
く

の
入
会
を
い
た
だ
く
よ
う
願
う
と
こ

ろ
で
有
り
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
も
皆
様
方
の
ご
健

勝
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ご
挨
拶

と
致
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
　
　 

前
会
長　

武
山
　
　
萬
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市町村老連女性部（委員会）の活動紹介
各市町村老連の女性部（委員会）では、様々な活動を行っております。

　その一部をご紹介します。

★★ 第１１期相互支援事業の経験を活かしつ
つ、友愛活動を継続しています。
★★入会問い合わせは、当該単位クラブに情
報として提供しています。
★★春・秋の交通安全運動で主となって活動
して、終了後反省会を兼ねた食事会を実
施する単位クラブがあります。
★★様々な活動実施後の茶飲み会や食事会の
実施で、好評を博しています。

★★老人クラブの会員増強活動：６０代の会
員を増やすため、積極的に入会を勧めて
います。
★★この結果：一部のクラブでは、若い会員
が増え、活動が活発化しています。
★★各種イベントに協力しています：無理な
く自分たちのできる範囲で活動を行うこ
とで、活動自体を楽しく・明るく・面白
く行うことが出来ました。

★★町老連独自の事業として、高齢者独居世
帯を中心に訪問し、話し相手・お茶のみ
相手となって交流しています。
★★各地区８月から９月に、手土産を持参し
訪問しています。
★★各単老の積極的な活動の結果訪問数が増
加しています。
★★会員の訪問を待つ高齢者の「また来てけ
らいん」という声を毎年数多く頂いてい
ます。
★★活動自体が非常に意義のある活動との認
識が会員内に定着しています。

★★女性リーダーの育成を目的に、平成２８
年度から様々な活動を開始しています。
★★平成２８年度：ぞうきんプロジェクトへ
の参加、料理教室を２回実施しました。
★★平成２９年度：施設見学（女川原発）、
講習会（カゴメ（株）が教える美味しい
テク！）を受講。
★★活動を通じて、顔の見える関係が出来て
きました。

★★女性部会員の教養の向上を目的とする講
座と施設見学を行いました。
★★コミュニケーション能力をアップする
ヴォイストレーニングを行いました。
★★発声には腹式呼吸が重要で、常に意識し
て行う事を実感しました。
★★施設見学は、仙台市天文台でプラネタリ
ウムに出かけました。初めての方が多
く、ゆったりと楽しく観ることが出来ま
した。

★★女性部は平成２８年度に誕生したばかり
です。
★★多賀城市あやめ祭りに女性部として参加
し、ＰＲ効果を期待しつつ他地区との交
流を深める取り組みとして（平成）３１
年度からの実施を考えています。
★★併せて「舞踊サークル」を結成し、今年
度から活動を始めたいと考えています。
★★女性部の一大イベントとして、交流の輪
の広がりや、他行事のスムーズな展開も
期待しています。

塩釜市老連女性部
友愛活動・会員増強・市老連
事業への積極的な支援活動

蔵王町老連「女性部会」

松島町老連女性部会
「友愛訪問活動」

女川町老連女性部会
「女性リーダー研修会」

山元町老連女性部　
「女性部会員の教養の向上を」

多賀城市老連女性部
「あやめ踊りで仲間をふやそう！」

― 8 ―

Miyagi 県老連　第 108 号



平成31年度より「第14期高齢者相互支援推進啓発事業」が
はじまります。
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会
員
１
万
人
増
強
運
動

は
全
老
連
が
平
成
26
年

度
か
ら
運
動
を
開
始
し
た

「
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運

動
」を
受
け
、宮
城
県
で
の
会

員
増
加
目
標
を
１
万
人
と
設

定
し
、平
成
27
年
度
か
ら
事

業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
29
年
度
の
実
績
と
し

ま
し
て
は
、

〇
会
員
数
が
増
加
し
た
既
設

　
ク
ラ
ブ

ク
ラ
ブ
数
　
７
ク
ラ
ブ

増
加
者
数
　
53
人

〇
新
設
さ
れ
た
ク
ラ
ブ

ク
ラ
ブ
数　

２
ク
ラ
ブ

会
員
数　

60
人

〇
新
設
ク
ラ
ブ
へ
の

　
貢
献
老
連

２
老
連

と
な
り
、
増
加
し
た
会
員

数
は
１
１
３
人
と
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
平
成
28
年
度
末

の
県
全
体
の
ク
ラ
ブ
数
・
会

員
数
と
平
成
29
年
度
末
を
比

較
し
ま
す
と
、
下
記
の
表
の

と
お
り
、
ク
ラ
ブ
数
は
45
ク

ラ
ブ
、
会
員
数
は
２
、４
７
６

人
の
減
と
な
っ
て
お
り
、
会

員
減
少
に
歯
止
め
が
利
か
な

い
状
況
で
す
。

会
員
一
万
人
増
強
運
動
は

今
年
度
で
終
了
と
な
り
ま
す

が
、
会
員
増
強
や
維
持
に
向

け
た
取
り
組
み
は
こ
れ
か
ら

も
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。皆

様
の
老
人
ク
ラ
ブ
や
老

連
で
の
会
員
増
強
に
つ
な

が
っ
た
取
り
組
み
や
、
新
た

な
会
員
増
強
運
動
に
繋
が
る

活
動
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
是
非
県
老
連
ま
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
増
加
し
た
会
員
数
や
ク

ラ
ブ
数
は
、
奨
励
金
の
申
請

が
あ
っ
た
件
数
を
集
計
し
た

も
の
で
、
実
際
の
増
減
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
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会
員
一
万
人
増
強
運
動
の
実
績

平
成
29
年
度

平成29年度のクラブ数・会員数の推移（現況調査による）
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■お問い合わせ
〒980-0801
宮城県仙台市青葉区木町通二丁目６番 53 号　あきはビル 3Ｆ・６Ｆ
　　　022（727）5181 代 表
　　　022（205）2551 制作企画部　直通
　　　022（718）5350
　　　　  senko.kato@kym.biglobe.ne.jp

出版の
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書籍

電子書籍

DVD

「詩歌集」「絵画集」「写真集」
　これまでに創作した詩歌、随想、絵画、写真を１冊の本にしてみませんか。

「自分史」
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